

























































































































































































コ ン プ レ ク ス
雑性＝複合性とも関わる問題とし
て，齋藤は「著名人」と父性性の問題に触れている．ジャン＝クロード・
ボネの分析をまつまでもなく，「偉人」が「国民の父」という相貌をまと
うのと対照的に，「著名人」には父たることの不可能性（ないし不能性）
がつきまとう．このことは，彼らが「後世」の栄光を待ち望みながら，同
時に，現在性の桎梏と困難な戦いを強いられることと無関係ではないのか
もしれない．小澤や根木が明示的に論じているように―そして，他の論
稿においても間接的に論じられているように―，死（を想うこと）は著
名性の問題の根源にある．ただし，彼らの墓標の向こう側に垣間見えるの
は（古典的テーマとしての）永遠不滅の名声ではない．むしろ，著名人た
ちの“父権”を掘り崩し，あらゆる“家庭的円満”を破壊して，孤独と独
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善と欺瞞を招き寄せるような，不安定な似像の伝達である．彼らにとっ
て，真の意味で“子を残す”ことは可能なのか．あるいは，それが適わぬ
場合，同時代性という果てしない「荒野」を歩まなければならないのか．
著名作家たちが常にモードの腐食作用を横目に見つつ，作品の創造に駆り
立てられていたのであれば，その仕事が不毛ないし虚無への恐怖と隣り合
わせだったとしても不思議はない．本論集で取り上げられた著名人の名前
がいかに現代まで残っているにせよ，生前の彼らの意識はこのような不能
性の影に絶えずおびやかされていたのではないだろうか．
シンポジウムの場では，吉岡知哉（立教大学名誉教授），小倉和子（立
教大学異文化コミュニケーション学部教授），森本淳生（京都大学人文科
学研究所准教授）の三氏が困難なコメンテーターの役割を務めてくださっ
た．三氏の貴重な批判と助言は以下の論稿に反映されているはずである．
三氏に衷心よりお礼申し上げたい．
齋藤山人
桑瀬章二郎
